フルクトース摂取により体温調節反応は抑制されるがグルコース摂取では抑制されない by 鈴木, 明菜
  
 
氏     名   鈴木 明菜 
学 位 の 種 類   博士（ 医学 ） 
学 位 記 番 号   第 6010号 
学位授与年月日   平成 26年 3月 24日 
学位授与の要件   学位規則第４条第 1項 
学 位 論 文 名   Thermoregulatory Responses are Attenuated after Fructose 
but not Glucose Intake 
          （フルクトース摂取により体温調節反応は抑制されるがグルコース摂取では抑 
                    制されない） 
 
論文審査委員   主 査 宮側 敏明 教授     副 査 葭山 稔 教授  
          副 査 稲葉 雅章 教授 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】糖質を含む経口補液剤は、暑熱環境下における体液量の維持・回復を亢進し、脱水およびそ
れに伴う体温調節反応の低下と熱中症の発症の予防に有効である。しかし、経口摂取され消化・吸収
された糖質が体温調節反応に影響を及ぼすのかどうか、さらに、その影響が糖質の種類によって異な
るのかどうかについては、これまで殆ど検討されておらず不明である。そこで、本研究では、フルク
トースおよびグルコース摂取が体温調節反応に及ぼす影響を検証することを目的とした。 
【対象】健常な若年男女 10名(平均年齢 22.8歳)。 
【方法】人工気候室内(環境温 28℃、相対湿度 40%)における椅座位安静時に、水(300ml)、フルクト
ース(水 300ml+フルクトース 75g)およびグルコース(水 300ml+グルコース 75g)摂取 20分後の 3条件
において、下肢温浴(42℃、60 分間)時の血漿浸透圧、グルコースおよびインスリン濃度、食道温、
皮膚血管コンダクタンスおよび発汗量を測定した。 
【結果】血漿浸透圧は、フルクトースおよびグルコース摂取で水摂取に比べ有意に高値を示した。血
漿グルコースおよびインスリン濃度は、グルコース摂取で他の 2条件に比べ有意に高値を示した。皮
膚血管拡張および発汗の食道温閾値は、フルクトース摂取で他の 2条件に比べ有意に高値を示したが、
グルコース摂取と水摂取との間には有意な差を認めなかった。フルクトースおよびグルコース摂取の
比較において、皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値は、各閾値出現時のインスリン濃度の摂取前か
らの上昇量と有意な負の相関を示した。 
【結論】フルクトース摂取による血漿浸透圧の上昇は、皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値を上昇
し、体温調節反応を抑制する。一方、グルコース摂取では、血漿浸透圧は上昇するものの皮膚血管拡
張および発汗の食道温閾値は上昇せず、体温調節反応は抑制されない。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
糖質を含む経口補液剤は、暑熱環境下における体液量の維持・回復を亢進し、脱水およびそれに伴
う体温調節反応の低下と熱中症の発症予防に有効である。しかし、経口摂取され消化・吸収された糖
質が体温調節反応に影響を及ぼすのかどうか、さらに、その影響が糖質の種類によって異なるのかど
うかについては、これまで殆ど検討されておらず不明である。本研究は、フルクトースおよびグルコ
ース摂取が体温調節反応に及ぼす影響について検証したものである。 
健常な若年男女 10名(平均年齢 22.8歳)を対象とし、人工気候室内(環境温 28℃、相対湿度 40%)
における椅座位安静時に、水(300ml)、フルクトース(水 300ml+フルクトース 75g)およびグルコース
(水 300ml+グルコース 75g)摂取 20分後の 3条件において、下肢温浴(42℃、60分間)時の血漿浸透圧、
血漿グルコースおよびインスリン濃度、食道温、皮膚血管コンダクタンス、発汗量を測定した。 
その結果、血漿浸透圧は、フルクトースおよびグルコース摂取で水摂取に比べ有意に高値を示した。
血漿グルコースおよびインスリン濃度は、グルコース摂取で他の 2条件に比べ有意に高値を示した。
皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値は、フルクトース摂取で他の 2条件に比べ有意に高値を示した
が、グルコース摂取と水摂取との間には有意な差を認めなかった。フルクトースおよびグルコース摂
取の比較において、皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値の上昇量は、各閾値出現時のインスリン濃
度の摂取前からの上昇量と有意な負の相関を示した。 
以上のことから、フルクトース摂取による血漿浸透圧の上昇は、皮膚血管拡張および発汗の食道温
閾値を上昇し、体温調節反応を抑制する。一方、グルコース摂取では、血漿浸透圧は上昇するものの
皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値は上昇せず、体温調節反応は抑制されないことが明らかとなっ
た。 
 本研究は、グルコースおよびフルクトースの体温調節反応に及ぼす影響を明らかにしたものであり、
熱中症予防や運動パフォーマンスの低下抑制のために有用される糖質・電解質溶液組成の決定に貢献
するものである。 
よって、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
